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研究成果の概要（和文）：本研究は生活モデルやICFの潮流の中で、M-GTAにより理論化した生活場面面接（利用者の日
常生活場面において、援助目標に沿い利用者の多様な側面と必要に応じて環境を活用した意図的なコミュニケーション
、面接）等の教材を用い、高齢者入所施設職員や居宅のケアマネジャーを対象とし、介入研究（研修）により生活支援
記録法を開発しその有効性を検証した。
　その結果、生活支援記録法が多職種協働実践に必要とされる観察・支援の根拠、利用者とその環境や相互作用、生活
変化、ケアプランへの反映等、多職種に明示可能な経過記録法であると定義づけられ、利用者への援助効果、職員の専
門性向上や労働環境改善等多様な好循環が確認された。

研究成果の概要（英文）：In this study we used the teaching materials such as "Life Situation Interview" 
that are defined as "the intentional communication in daily real life situation of the client that 
utilizing the various sides of the client and their environment along support target " that we theorized 
by M-GTA in a tide such as life model and ICF.
 As a result, we developed the "Life Support Recording Methods" by the intervention study (the training) 
for nursing home staffs and care managers , and we inspected the effectiveness."The life support record 
Method" was defined as the method that could exhibit grounds of observation and support, a 
person-environment interaction, a life change, reflection to care plan needed in interprofessional 
working.

研究分野： 介護福祉　多職種協働
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
IPE（Interprofessional Education）やIPW

（Interprofessional Work）が重視される中、

生活支援の専門職であるソーシャルケア（ケ

アワーカーとソーシャルワーカー）の専門職

や、ヘルスケア専門職との協働においても、

ICFを共通基盤とし、共有できる記録法が求

められていた。 

筆者等は、科学研究費により困難事例にお

けるソーシャルワークとケアワークの協働・

専門性向上、生活場面面接研究等に携わる中

で、本研究テーマに至る主な課題として、①

ソーシャルケア専門職による生活場面での情

報把握の優位性、②包括的アセスメントやモ

ニタリングと連動した記録技法の必要性、③

多職種共有記録としての生活支援記録の必要

性、などを指摘していた。また、介護福祉士

会のファーストステップ研修といった職能団

体などにおけるコミュニケーション・観察・

記録の現任者研修を通じて、既に「生活支援

記録法」の考え方を提示していた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、利用者の生活を把握でき相互作

用が強いケアワーカーや、生活環境の調整を

担うソーシャルワーカー等が、アセスメント

や生活場面面接の能力を有した場合、その実

践向上を促進する「生活支援記録法」を開発

することを目的としている。そして、研修後

の試行結果の検証を経て、本記録法がソーシ

ャルケア専門職間の協働と共に、多職種協働

にも有用であることを示す。なお、本研究に

おける「生活支援記録法」の定義と特徴につ

いては、これまでの研究成果から、次のよう

に設定した。 

＜生活支援記録法の定義＞ 

多職種協働による利用者のチームケアにお

いて、生活支援を専門とするソーシャルワー

カーやケアマネジャー、ケアワーカーによる

観察、支援の根拠、利用者とその環境（家族、

集団、地域及び専門職）との相互作用（働き

かけと反応）、利用者の生活変化、これらを

基にしたケアプラン反映への根拠等を他職種

に明示可能な経過記録の方法である。 

＜生活支援記録法の特徴＞ 

・保健医療や福祉分野の記録法をもとに、ソ

ーシャルワークやケアワークの諸理論を

ふまえた折衷的な記録法であり、多職種で

の活用が可能である。 

・様々なアセスメントツールに適用可能なた

め、モニタリングやケアプランの変更に有

効である。 

・ストレングス視点や利用者視点から観察・

気づき・コミュニケーション（生活場面面

接）に着目した記録が容易なため、単独や

チームでのリフレクション等、OJT の教材

としても有用である。 

・長期間変化の見られない日常支援に意義・

やりがいを見出せる等、実践の質向上に有

効である。 

・労働環境、ケアワーカーやソーシャルワー

カー等の力量に合わせ、段階的な導入が可

能である。 

 
３．研究の方法 
(1)2011年度 

フィールドでの介入研究としては、特別養

護老人ホームおよび居宅介護支援事業所（約

20 名）において、段階的な研修を各々２回試

行し検証方法を検討した。施設では当初の計

画では一部を想定していたが、コミュニケー

ションや記録は全職員（約 30 名）に関わる

ため、先方の希望により、研修や自記式質問

紙調査は全職員を対象として実施した。 

質問紙調査は、科学研究費による生活場面

面接研究の成果を基に設計し、比較群にも依

頼した。 
(2)2012 年度 
前年度の方法を修正後、継続して生活支援、

生活場面面接、多職種協働、ICFに関する理

論化と教材開発を継続した。協力先にて「生

活場面面接ワークシート」や「生活支援記録



法」の場面を素材として、記入時の困難さや

記載後の変化・効果（ケアプランとの関連な

ど）をリフレクションしてもらった。また、

中心的な協力者へのインタビューにより、定

義や特徴について検証した。 

具体的には、効果的な事例や場面ついて確

認後、従来の記録法で十分な場合について整

理し、本記録法の効果的活用例を提案した。

また、上記のプロセスを経た上で、協力者か

らフィードバックを受け、分かりやすい教材

を再検討した。 

なお、自記式質問紙調査項目に、記録や労

働環境等の項目を追加して実施した。 
 (3)2013 年度 
施設および居宅介護支援事業所において、

フォローアップのための研修を継続し、生活

支援記録法の場面を基に、活用時の留意点を

取りまとめた。また、本記録法試行による変

化や、モニタリングへの対応・気づき等の専

門性、やりがい等について、研修時の記録・

観察、中心的協力者によるインタビューデー

タを得た。 
(4)2014 年度 
 本記録法を継続活用し効果が高い実践者に

対して、記録を確認しながらリフレクション

を行い、生活支援記録法による効果を中心に 

質的に分析した。これらのデータの内、その

特性について、両協力先の実践者による生活

支援記録、及びそのリフレクション、質問紙

調査（研修（計 13 回時の参与観察結果）を

分析し、以下のような成果を得た。 
 
４．研究成果 
(1)研修のための教材・マニュアル作成・改訂 

具体的な研究成果としては、「生活支援記

録法」のあり方について整理し、研修のため

の次のような教材やマニュアルを作成した。

施設と居宅における事例や場面についての分

析結果を統合することにより、教材やマニュ

アルを改訂し共通化した。また、両協力先で

の対象を全職員としたことにより、生活支援

記録法を導入・普及すべく段階的に活用でき

る教材に改訂した。さらに提示する教材の順

序などについても確認できた。 

 

＜IPWや基盤となる理論に関する教材＞ 

①ICFと生活ニーズ 

②IPWの構造と要素 

③介護実践構造図（ICF版を含む） 

④ICFの特徴と介護への活用・介護職の役割 

⑤介護過程～生活場面でのアセスメント・モ

ニタリング～ 

⑥生活場面での意図的・段階的な展開場面 

＜生活場面面接に関する教材＞ 

生活場面面接による実践の記録化には、本 

記録法が求められることを前提としている。 

⑦M-GTA（修正版グラウンデッド・セオリ

ー・アプローチ）により解明した「利用者

の持てる力を高める」プロセス（全体） 

⑧「利用者の持てる力を高める」生活場面面

接の骨格図 

⑨「生活場面面接ワークシート」 

⑩生活場面面接の技法リスト 

 

＜生活支援記録法に関する教材＞ 

⑪生活支援記録法の特徴・書き方 

⑫生活支援記録法の典型場面 

⑬生活支援記録法の留意点 

⑭実践課題（全体）と記録の関連 

⑮生活支援記録法による好循環 

 

＜「利用者の持てる力を高める」生活場面面

接の骨格図＞ 

 



＜生活場面面接ワークシート＞ 

 

(2)介入研修による変化 

①生活支援記録法導入までのプロセス 

本記録法の理解には、ICFや協働実践に関

する知見との関連づけが不可欠であるが、そ

れを実感できる教材のあり方が重要であるこ

とが把握された。また、本記録法の導入には、

生活場面面接の意図的な活用が条件となるこ

とが確認された。とくに、施設では生活場面

面接ワークシートによるロールプレイにより、

生活支援記録法の定義が示すような特徴を意

識した、要約記録が多くなり、実践現場の課

題も含め多様な効果が示された。 

②生活支援記録法導入の効果・変容プロセス 

介護現場における効果的な事例・場面の検

討等を通じ、「生活支援記録法」の意図的活

用には一定の時間を要することが確認された。

「生活支援記録法」のための研修段階では、

利用者（効果・変化）や、ケアワーカー等の

専門性向上ややりがいとともに、モニタリン

グやケアプランとの連動性、さらには多職種

協働等の点で意義を抽出できた。 

また、協力者が本記録法を活用するモチベ

ーションを高めるには、M-GTAや注目されて

いるルーブリック法ではなく、ＫＪ法による

全体像や多職種協働・実践向上を促進する変

化を軸に段階を示すことが望まれた。 

施設では労働環境全体に好循環をもたらす

可能性があること、在宅では医療と介護の改

革に求められるケアマネジャーの専門性に寄

与できる可能性があることが、示唆された。 
(3)生活支援記録法の定義・特性の検証 
前述の介入研修による変化と次の成果より、

本記録法の定義・特徴を検証できた。 

①本記録法の場面分析 

本記録法の場面が多く得られた居宅での研

修（171 場面）と中心的協力者が担当利用者

全員に試行（218 場面）した計 389 場面を分

析した結果、ケアマネジャーの困難場面での

効果的活用など典型場面であることが把握さ

れた。なお、施設での試行結果については、

中心的協力者である宮崎則男氏が発表した。 

②自記式質問紙調査の自由記述およびリフレ

クションデータの分析 

質問紙調査の自由記述やリフレクションデ

ータ等からは、現場に即した柔軟な研修法の

有効性と本記録法導入の効果が示唆された。

後者については、支援への効果としては、①

何気ない関わりも面接の一環として意識化と

記録化ができる、②ケアプランや援助目標の

見直しに連動させることができる、③利用者

の生活環境、人間関係、まわりの出来事の整

理できる、④)利用者自身や生活上の変化、⑤

利用者の言動からニーズを把握できる、⑥利

用者の強みをもとに援助の根拠を明確にでき

る、⑦記録をもとにしたリフレクションによ

り利用者の変化を予測した対応に繋げること

ができる、⑧利用者に対する自他職員の対応

が分かりやすい、⑨Pにより次回のケアの工夫

やプラン変更に繋げることができる、といっ

たことが明らかになった。 

また、その他として、記録の効率性や他職

員との情報の共有に有用であることも示唆さ

れた。 

③自記式質問紙調査の分析 

居宅介護支援事業所より31票、特別養護老

人ホームより42票が回収された。このうち「意

図的関わりと働きかけと記録化の変化」項目

については、研修に参加し２回分の回答があ

った13票について分析した。 

なお、両項目の Cronbach のアルファ係数

については、全回答者を対象（２項目を２回

分）としたデータにて算出し、初回は 0.887、

0.905、第２回目は 0.954、0.96 と、高い一貫

性が示され項目内容の一定の信頼性が支持



された。 

＜意図的関わりと記録化の変化＞（N=13）

 

 13項目については、変化の観点からは漸増

であった。「ケアプランや援助目標」や「利

用者の強み」は低く推移したが、「記録化」

の項目については、「援助の根拠」や「利用

者の変化を予測」は高くなっていた。 

(4)研究成果の公表 

 研究成果の公表では、施設での中心的研究

協力者が専門雑誌にて報告した他は、本稿に

付したように、本記録法の理論として重要な

生活場面面接の学術書や教材の刊行等ととも

に、ホームページ等からも成果を発信した。

本記録法の普及には、研修をせずとも理解で

きる教材作成が必要となるため、本研究の過

程で得られた協力者との質疑応答なども教材

に反映させていきたい。本研究成果をもとに

記録の専門雑誌への連載や書籍の発行が決定

している。 
(5)今後の課題および展開 
 質問紙調査の項目については、今回の質的

データ分析結果をふまえ、改訂した上で、次

回は連結可能匿名化による自記式質問紙調

査を予定している。 
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